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 ８月 24・25・26 日の三日間は、富良野神社のお祭りでした。秋の気配が漂い始めた

とはいえ、夜の巡視（青少年の健全育成の一環として街頭補導）の私には、蒸し暑く、汗

ばむほどでした。24 日の宵宮祭、25 日の本祭りでは、夜７時頃になると境内の特設ステ

ージで祭典奉祝の演芸が催され、賑わいをみせるのが恒例ですが、今年は、すでに終了し

ており、無ければ無いで寂しいものです。 

 

 

 

            

 

奉納行事は、フラダンス、ひょっとこ踊り、狂言、神楽、弥栄太鼓に獅子舞など、多彩

に行われたようです。 

お祭りは、自然との共生、地域の絆が息づく伝統行事です。ことぶき大学の皆さんの中

にはお祭りに関わった方もいたことでしょう。学年別研究のテーマに、地域文化や世代間

交流の視点から取り上げるのも良いのではないでしょうか。 

 さて、その学年（課題）別研究についてです。前回、本科１年、本科３年、第２研究生が

会議室で、本科４年、大学院１年、研究生はロビーで、それぞれの課題に取り組んでいま

した。順調に進んでますか。この学年別研究は、まず学年の仲間と課題を出し合う→「課

題は何か」、「その課題を仲間と共有できるか」…この問いが取り組みの出発点です。 

学年の人数が少ない場合には、他の学年と課題を共有し、課題別研究として取り組むこ

ともできます。 

もちろん、課題発見とその解決が目的ではありますが、それ以上に、仲間とともに地域

の課題や私たち自身の課題を見つめ、語り合うことが何よりも大切です。ことぶき大学を
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仲間とともに、学びの力で地域を変える！ 

～ ことぶき大学の挑戦は続く ～ 
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支えているのは、まさにこの「仲間たち」です。ともに考え、意見を出し合い、ともに歩

む…その営みが、学びの根を深く伸ばすのです。 

 

先週の土曜日に北海道新聞「読者の広場」に掲載された一句を紹介します。 

 

     道端に咲く鬼百合の緋色かな    宮西 久子 

     蜂の巣の捨つるに惜しき精緻さよ  室崎 智美 

 

 

 

  

「大人は仕事、子どもは学校」それは昔のこと…父親が外で働き、母親が家庭を守り、子

どもは学校に通うというのが標準的な家庭像でもありました。でも現在は、共働き・在宅

勤務・不登校・多様な学び場…社会は多様化の時代です。 

 「学校に行けない子どもたち」の連載が道新で４回シリーズで掲載されていました。 

 今回は第３・第４で学校現場と家庭現場にスポットをあてていました。多忙な教育現場

では、疲弊する担任教師、家庭では、疲弊する保護者…土曜日での掲載では、「新学期 SOS

気づいて」と中高生、特に女子の自殺が深刻… 

 朝から心が重たくなります。雨が降っているからだ

けではありません。やり切れません。 

 きっと、安心して心を開く相手がいないのです。 

 だから、その寂しさを、SNS で SOS を発信して

いる…SNS は心の叫びなのです。 

その叫びを、一番身近な家族、友達、先生がいち

早くキャッチしなくてはならないのですが、もうすっかりす

れ違い… 

 「こどもちいき食堂」、「民生児童委員」、「高齢者クラブ連

合会」、「街頭補導」、「放課後子ども教室」、「地域の子ども達

学校に 行けない 子どもたち ２ 
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を考える会」などを通して、ことぶき大学の皆さん方は地域に根差した活動をしています

し、富良野市には、不登校の子ども達との交流を図る組織「フラヌイスコーレ」があり、

ことぶき大学の学生の皆さんも積極的に子どもたちの体験活動に関わっています。 

 ことぶき大学の皆さん、富良野市に住むすべての大人たちよ、今一度子どもたちの未来

のためにできることを！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

≦ことぶき大学文学の散歩道・特別編 宮澤賢治≧ 

今回は、文学の散歩道・特別編で宮澤賢治に触れます。芥川龍之介を３回シリーズで学

習しましたが、芥川龍之介と宮澤賢治とは、どこかで繫がっているのです。明治・大正・

昭和の時代をともに過ごしていること。鈴木三重吉の童話集「赤い鳥」に掲載された芥川

龍之介「蜘蛛の糸」に刺激を受け投稿するが掲載されなかった宮澤賢治がいる。 

この二人がとても対照的・相対的であることです。宮澤賢治：芥川龍之介、「田園：都

会」「祈り：絶望」「理想：現実」「外向：内向」「情熱：冷静」…そして、似ているよう

でも一番の違いは、「家族」です。「光と影」、光を信じ追い求める文学者、宮澤賢治、闇

に真実を求める文学者、芥川龍之介。 

 今日は、両者との違いとともに、「家族」に焦点をあてたいと思います。 

 午後は、映画「銀河鉄道の父」を鑑賞します。 

   本日の日程  
 

全日、複合庁舎文化会館とサンエーホールにての学習となります。 

      当番学年 第２研究生９時集合です 

（９時 30 分 朝の集い）文化会館会議室 AB 

 ９時 30 分 朝の集い  

10 時 00 分 ことぶき大学文学の散歩道・特別編 「宮澤賢治の世界」 

     宮沢賢治の宇宙
．．

に触れます。 

11 時 40 分 昼食・休憩 会議室ＡＢの後片付け後サンエーホールへ移動  

座席は自由です。 

12 時 40 分 上映会に向けて 

12 時 50 分 映画鑑賞会 「銀河鉄道の父」 

15 時 00 分 帰りの集い 終了 

     放課後：市立富良野図書館にてスコップ三味線同好会活動 
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      夏野菜の効用 

 いつも食卓に上がる夏野菜の効用をあらためて知ることで、食卓が「美容と健康」プラス「学

び」になります。 

       きゅうり 

• 体を冷やす作用：ほてりを鎮めます。利尿作用：カリウムが多く、むくみ予防や老廃物を排出 

• 美肌効果：ビタミン C やシリカ（ケイ素）が肌のハリを保ちます。 

       ズッキーニ 

• 低カロリーで栄養豊富：ビタミン C・B 群・カリウムが含まれ、疲労回復に。腸内環境の改善：

食物繊維が便通を整え、夏の胃腸の不調にやさしく働きかけます。抗酸化作用：βカロテンが含

まれ、細胞の老化を防ぎます。 

      ナス 

• 体を冷やす作用：抗酸化成分ナスニン：皮に含まれる紫色の色素が、血管を守り、動脈硬化予

防。整腸作用：食物繊維が腸の働きを助け、便秘の予防にも。 

       大根（夏大根） 

• 消化促進：ジアスターゼという酵素が、胃もたれや食欲不振を和らげます。解毒作用：辛味成分

イソチオシアネートが、体内の毒素排出を助けます。涼性の野菜：体の熱を冷まし、夏バテ予防 

       トマト・・・ズッキーニやナスとともにラタトゥイユがお薦めです！ 

抗酸化作用（リコピン）：赤い色素「リコピン」は強力な抗酸化物質。紫外線による肌のダメー

ジや老化の予防。疲労回復（クエン酸）：爽やかな酸味のもとであるクエン酸が、食欲を増進し

夏バテを防ぎます。美肌効果（ビタミン C・リコピン）：シミやくすみの原因となるメラニンの

生成を抑え、肌の透明感を保ちます。整腸作用（ペクチン）：水溶性食物繊維が腸内環境を整

え、便通をスムーズにします。生活習慣病予防 ：コレステロールの排出を助けるペクチンや、血

圧を整えるカリウムが含まれています。 

•  さあーて今夜は何にしますか？ 

•  

 

  

次回、９月３日（水）の日程 
集合：複合庁舎文化会館 AB です。 

        当番学年 本科１年 ９時集合です。  

（９時 30 分 朝の集い） 

AM： 「気軽に楽しむ！中国茶・台湾茶の体験講座」  

   当日グループができましたので、各グループで急須を一つ準備 

し、お茶菓子もお願いします。佐藤係長よろしくお願いします。 

PM1： 「コーラス」  文化会館リハーサル室 

   「リズムダンス」文化会館 AB 

PM2：学年（課題）別研究 

  

  


